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貯水位・気温・雨量 （H23.01.01～H26.04.01）
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堤体天端の変位 （プラムライン）

※最終観測日：2014/4/24
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観測点プリズム位置 （ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ)

トータルステーション観測における観測点プリズム位置

ピア部：
①戸当たり近傍に設置

G2

地山部(左右岸)：
ダム軸近傍の擁壁天端に
設置

①戸当たり近傍に設置
②天端の下流端EL.236mに設置
③小段EL.225.5mに設置

① ② G1D4 D1D3 D2
D5

P1-1

P5-2
D12

P2-1

P1-2

P3-1
P4-1P5-1 P2-2

P3-2
P4-2

D11

TL 4
堤体部(左右岸)：
最上段の継目計と同じ標高(EL.235.2m)で各
ブロックの中央に設置。

ゲートピン部：
軸カバーに設置

③
P5-3

P2-3P3-3P4-3
P1-3

TR-1

TL-2
TR-2

TR-3
TR-4

TL-3
TL-4

TL-5

　　　ピア部伸縮計

○ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝの精度
   新宮ダムでの最大測定距離：170m

▲ ▲
▼▼

左 岸右 岸

● ● ● ● ●
P1-1P2-1P3-1P4-1P5-1 ●

● ● ●●

●

●
D12 D11

D4

D5 D3 D2

G1

・測距精度:±0.97㎜
　・角度制度:±1.74㎜

プリズム

▼　パイプひずみ計

▲ プラムライン

● ●

●

●

● ● ● ● ●

●

●

●● ●

●

●

●●

P1-2P2-2P3-2P4-2P5-2 １２３４

P1-3P2-3P3-3P4-3P5-3

TR-1TR-2TR-3TR-4TL-5 TL-4 TL-3 TL-2

●

●G2 D1

ゲートピン部のプリズム（８基）

ピア部のプリズム（１５基）

堤体部のプリズム（７基）

凡例

下 流 側

▲　プラムライン
　ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ観測点●

地山部のプリズム（２基）
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平面軌跡（1/7） （地山及び堤体挙動） （ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）
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平面軌跡（2/7） （ピアゲート戸当り部） （ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）
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平面軌跡（3/7） （ピア天端下流部） （ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）
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平面軌跡（4/7） （ピア小段部） （ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）
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平面軌跡（5/7） （ゲートピン部 1/2） （ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）
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平面軌跡（6/7） （ゲートピン部 2/2） （ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）

9



平面軌跡（7/7） （地山及び堤体挙動） （ﾄｰﾀﾙｽﾃｰｼｮﾝ）
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新宮ダム ピアの名称 （上流側から堤体を見て、左から昇順 ）

左岸

P1

左岸

P1

P2

P3

P4

P5

右岸
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堤頂部 桁－ピア間計測状況①

広がる広がる

狭まる狭まる

広がる

狭まる

広がる

狭まる

広がる

※）観測開始日（H23.10.06）の測定値を初期値とし、計測当日の読み値との変化量を示している。

狭まる
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堤頂部 桁－ピア間計測状況②

広がる広がる

狭まる

広がる

狭まる

広がる

狭まる

広がる

※）観測開始日（H23.10.06）の測定値を初期値とし、計測当日の読み値との変化量を示している。

狭まる
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堤頂部 桁－ピア間計測状況③

広がる広がる

狭まる

広がる

狭まる

広がる

狭まる

広がる

※）観測開始日（H23.10.06）の測定値を初期値とし、計測当日の読み値との変化量を示している。

狭まる
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戸当り付替工事の進捗状況

平成25年6月に１号ゲート戸当り 平成26年3月に４号ゲート戸当り付替工事が完了

実施工程 ：

平成25年6月に１号ゲ ト戸当り、平成26年3月に４号ゲ ト戸当り付替工事が完了。

平成26年10月より２号ゲート戸当り付替工事に着手予定。

対象ゲート

H24年度 H25年度 H26年度

10~12 1~3 4~6 7~9 10~12 1~3 4~6 7~9 10~12 1~3

実施工程 ：

隙間センサ計測
１号

２号

戸当り付替完了

戸当り付替予定

洪

水

期

洪

水

期
隙間センサ計測

隙間センサ計測

４号

施工範囲 ：
1号ゲート
左岸側戸当り 10.836m

2号ゲート
左岸側戸当り 5.418m

4号ゲート
右岸側戸当り 10.025m

戸当り付替完了
隙間センサ計測

１
号

２
号

４
号

３
号

左岸側戸当り 836 左岸側戸当り 5 8 右岸側戸当り 5

左岸 右岸

号
ゲ
ー
ト

扉
体

号
ゲ
ー
ト

扉
体

号
ゲ
ー
ト

扉
体

号
ゲ
ー
ト

扉
体

図1 戸当り付替施工範囲概略図（ダム上流から見た図）
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扉体上昇時・下降時の軌道（戸当り撤去前・撤去後・ロープ張力調整後）

4号ゲート扉体の軌道（比較）

・次のグラフは、ゲートを動作させ扉体に設置した各ターゲットをトータルステーションから開度1.0m毎に計測した結果（上昇時3回、下降時3回の計6回計測の平均値）を連続線として示したものである。

扉体上昇時 下降時の軌道（戸当り撤去前 撤去後 ロ プ張力調整後）

扉体（上部・右岸）の軌道

9

10
扉体（上部・左岸）の軌道

9

10

山側 谷側

4

5

6

7

8

高
さ
（

m
）

4

5

6

7

8

高
さ
（

m
）

ターゲット

0

1

2

3

-0.0100 -0.0050 0.0000 0.0050 0.0100

変位量（m）

撤去前(H25 11 16) 撤去後(H26 1 21) 調整後(H26 3 23)

0

1

2

3

-0.0100 -0.0050 0.0000 0.0050 0.0100

変位量（m）

撤去前(H25 11 16) 撤去後(H26 1 21) 調整後(H26 3 23)撤去前(H25.11.16) 撤去後(H26.1.21) 調整後(H26.3.23)

扉体（下部・右岸）の軌道

9

10

撤去前(H25.11.16) 撤去後(H26.1.21) 調整後(H26.3.23)

扉体（下部・左岸）の軌道（上昇時）

9

10

4

5

6

7

8

高
さ
（

m
）

4

5

6

7

8

9

高
さ
（

m
）

0

1

2

3

-0.0100 -0.0050 0.0000 0.0050 0.0100

変位量（m）

0

1

2

3

-0.0100 -0.0050 0.0000 0.0050 0.0100

変位量（m）

撤去前(H25.11.16) 撤去後(H26.1.21) 調整後(H26.3.23) 撤去前(H25.11.16) 撤去後(H26.1.21) 調整後(H26.3.23)

図3 ４号ゲートの扉体軌道（戸当り撤去前・撤去後・ロープ張力調整後）
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4号ゲート右岸戸当り付替（付替範囲の変更）

れま 堤体挙動 測定結果から分か る とこれまでの堤体挙動の測定結果から分かっていること

① 門柱が経年的に0.46㎜/年で累積変位してくること。（10年だと左岸側へ4.6㎜）

② 年間における堤体挙動の周期変位は、2.5㎜であること。（重回帰分析結果より）

③ 上昇時に扉体下部が右岸側に約2㎜よること

9.7

14

16

約10㎜

③ 上昇時に扉体下部が右岸側に約2㎜よること。

10.7 24.5

14

16

隙間8mm

8

10

12

14

さ
（

m
）

約10㎜

隙

1mm傾ける
戸当り金物
（付替部）

扉
体
（

全
閉

8

10

12

14

さ
（

m
）

隙間8mm

戸当り金物
（付替部）

扉
体
（

全

10.7

0

2

4

6高
さ 隙間10mm

戸当り金物
（既設部）

閉
時
）

10.7

0

2

4

6高
さ 隙間10mm

戸当り金物
（既設部）

閉
時
）

0

0 5 10 15 20 25 30

戸当り及び扉体端面の形状（mm）

図4.3　戸当りを傾斜して施工した場合図4.2　戸当りを鉛直に施工した場合

0

0 5 10 15 20 25 30

戸当り及び扉体端面の形状（mm）

付替範囲 ： （当初予定）戸当り天端より 5.418m（基準線円弧長）取替

（変 更）戸当り天端より 10.025m （基準線円弧長）取替 、

接合位置を基準に戸当り天端までの間で1㎜右岸側に傾ける接合位置を基準に戸当り天端までの間で1㎜右岸側に傾ける
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1号ゲート隙間センサの計測結果（隙間センサの概要）

平成25年9月19日より計測を開始

測定範囲 0 ～ 10 mm

隙間センサの性能 隙間センサの設置数量

１号ゲート 4個（扉体上下左右）
計測方法

毎正時に自動計測（現場にて定期的に収集）

平成25年9月19日より計測を開始

分解能 0.01 mm

直進性 0.20 mm

①13m地点（扉体構造上設置可能な最も高い位置）

② 5.2m地点（戸当りを付け替えた位置）

右岸側

（谷側）

左岸側

（山側）

図6.1 隙間センサ取付図
図6.2 隙間センサ取付位置図
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1号ゲート隙間センサの計測結果
： ～ （毎正時データ）

※ 扉体が全閉時におけるデータを表す

2014/4/22 14:00計 測 期 間 2013/9/19 14:00

※　扉体が全閉時におけるデ タを表す

RH（右岸側上部 13.0m地点）　設計値 10.0mm

11

12

隙

LH（左岸側上部 13.0m地点）　設計値 4.0mm

10

11

12

隙

広い

広い

 9/19 14:00
  4.267mm12/12～12/25

データ結束

RH（右岸側上部 13.0m地点）　設計値 10.0mm

10

11

12

隙
間

広い

（計測限界）（計測限界）

9

10

隙
間
値
（

m
m
）

6

7

8

9

隙
間
値
（

m
m
）

6

7

8

9

間
値
（

m
m
）

 9/19 14:00
  9.471mm

右岸側
(谷側)

左岸側
(山側)

8

9/
19

9/
26

10
/3

10
/1
0

10
/1
7

10
/2
4

10
/3
1

11
/7

11
/1
4

11
/2
1

11
/2
8

12
/5
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/1
2

12
/1
9

12
/2
6

1/
2
1/
9
1/
16

1/
23

1/
30

2/
6
2/
13

2/
20

2/
27

3/
6
3/
13

3/
20

3/
27

4/
3
4/
10

4/
17

4/
24

5/
1

日付

3

4

5

9/19 10/3 10/17 10/31 11/14 11/28 12/12 12/26 1/9 1/23 2/6 2/20 3/6 3/20 4/3 4/17

日付狭い

 9/19 14:00
  9.471mm

狭い

3

4

5

9/19 10/4 10/19 11/3 11/18 12/3 12/18 1/2 1/17 2/1 2/16 3/3 3/18 4/2 4/17

日付
○箇所は放流中

狭い

○箇所は放流中

RL（右岸側下部 5.2m地点）　設計値 3.0mm

9

LL(左岸側下部 5.2m地点）　設計値 10.0mm

12 広い

図6.3 各計測箇所における扉体・戸当り間の隙間値
5
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8

隙
間
値
（

m
8

9
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11

隙
間
値
（

m

広い

広い

扉体・戸当り間隙間イメージ

（計測限界）

図6.3　各計測箇所における扉体 戸当り間の隙間値

1

2

3

4

m
m
）

4

5

6

7

m
m
）

狭い 9/19 14:00
  2.653mm

狭い 9/19 14:00
  10.937mm

0
9/19 10/4 10/19 11/3 11/18 12/3 12/18 1/2 1/17 2/1 2/16 3/3 3/18 4/2 4/17

日付

3
9/19 10/3 10/17 10/31 11/14 11/28 12/12 12/26 1/9 1/23 2/6 2/20 3/6 3/20 4/3 4/17

日付
○箇所は放流中 ○箇所は放流中

19


	20140529__本資料表紙
	バインダ1
	20140529__本資料表紙
	（１／２）140528別冊１　堤体挙動観測資料(平成26.4月迄) 
	（２／２）参考5  第6回検討会資料（機械0523-3）（最終版） 




